
平
成
19
年
第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
で

は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
45
件
、

継
続
審
査
と
し
て
い
た
議
案
２
件
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
の
計
48
件
の
議
案
と
請

願
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は
、
48
議
案
と
請
願
２
件

が
上
程
さ
れ
、
そ
の
う
ち
決
算
２
件
と
同
意

案
18
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
は
初
日
に

審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る「
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
」な
ど
の
議
案
と
請
願

を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
各
常

任
委
員
会
で
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
各
委
員

長
の
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て

提
案
ど
お
り
可
決
し
、
請
願
２
件
に
つ
い

て
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
可
決
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●
竹
原
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

竹
原
広
域
行
政
組
合
に
お
い
て
共
同

処
理
す
る
事
務
の
廃
止
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
同
組
合
規
約
の

変
更
を
行
う
も
の
。

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
職
員
の
育
児
短
時
間
勤
務
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

●
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

条
例
の
制
定

自
己
啓
発
等
休
業
制
度
を
導
入
し
、

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
伴

い
、
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

経
済
情
勢
が
厳
し
い
中
、
公
務
員
に

長
期
研
修
を
認
め
る
こ
と
は
市
民
感
情

か
ら
す
る
と
非
常
に
抵
抗
が
あ
る
。

●
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
創
設
や
自

己
啓
発
等
休
業
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

企
業
職
員
の
給
与
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。
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平成19年第4回定例会　議決状況

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

１
１
９
番
通
報
か
ら
出
動
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
よ
り
安
心
な
体
制
に

■第４回定例会で
可決した案件

●条例案等 ………19件

●予算案 ……………8件

●同意案 …………18件

●決算 ………………2件

●委員会提出議案 …1件

高機能消防
指令センター とは
市民からの119番通報を受信

し、消防隊・救急隊などを迅
速かつ的確に出動させ、各種
災害対応の要となるもので、
コンピュータと通信機器で構
成されるシステムです。
このシステムの導入により、

119番の通報場所を自動的に検
索し、瞬時にパソコン画面上
に地図の表示等が行えるよう
になります。また、各車両に
積載したナビゲーションシス
テムに災害現場までのルート
を表示できるようになるとと
もに、災害場所から最も近い
車両を優先して出動隊を自動
編成し、出動指令を行うこと
ができるようになります。
さらに、視聴覚障害者の119

番通報に対応するため、従来
のファックス機能に加え、メ
ール119番通報システムも導入
されます。

■第4回定例会の日程
12月07日（1日目） 開会、会期の決定、決算特別委員長報告―議案採決【認定可決】、

議案説明、同意案採決【同意可決】、議案・請願付託（常任委員
会）、委員会提出議案採決【原案可決】

12月11日（2日目） 一般質問
12月12日（3日目） 〃
12月13日（4日目） 〃
12月14日（5日目） 〃
12月17～20日 付託議案・請願の常任委員会審査
12月21日（6日目） 常任委員長報告―議案採決【原案可決】、請願採決【不採択】、閉会



●
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
契
約
に
関
す
る
条
例
の
制
定

長
期
継
続
契
約
を
締
結
で
き
る
契
約

を
、
物
品
を
借
り
入
れ
る
契
約
の
う
ち

商
慣
習
上
複
数
年
度
に
わ
た
り
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
も
の

な
ど
と
す
る
な
ど
、
長
期
継
続
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

本
市
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

●
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改

定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

市
民
生
活
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
声

が
上
が
る
中
、
支
給
率
の
引
き
上
げ
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

●
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
議
会
議
員
、
市
長
、
副
市
長
の
期

末
手
当
の
支
給
率
を
改
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

市
民
生
活
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
声

が
上
が
る
中
、
支
給
率
の
引
き
上
げ
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
創
設
に
伴

い
、
当
該
勤
務
の
承
認
を
受
け
た
職
員
及

び
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
条

件
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
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●平成１９年度一般会計補正予算（第３号） を可決しました

（総務委員会付託）

補正額　6億484万1千円増　　　　　　　　　総額　680億2,586万7千円

（主な補正内容）

・議会費（職員給与の減など） 644万4千円減

・総務費（職員給与の減など） 2億3,524万4千円減

・民生費（自立支援給付事業の増など） 2億9,714万8千円増

・衛生費（固形状一般廃棄物処理事業の増など ） 6,546万9千円増

・農林水産業費（職員給与の増など） 1億 481万4千円増

・商工費（職員給与の増） 312万円000増

・土木費（公共下水道事業特別会計繰出金の増など） 2億1,444万5千円増

・消防費（職員給与の増） 2,869万円000増

・教育費（職員給与の増など） 1億1,084万3千円増

・諸支出金（公営企業出資事業の増） 2,200万円000増

収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 

公共下水道事業（1） 

原地区工業団地汚水処理施設事業（1） 

安芸津港湾事業（1） 

国民健康保険
（2） 

老人保健（2） 

介護保険（2） 

事業勘定 

直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

補正額 

1億5,016万円 増 

270万円 増 

268万7千円増 

340万円 減 

295万円 増 

3,842万2千円増 

400万円 増 

補正後の総額 

62億9,692万9千円 

677万2千円 

1,259万7千円 

147億6,751万3千円 

7,081万5千円 

151億  679万3千円 

98億4,995万3千円 

付託委員会 

建設委員会 

文教厚生 
委員会 

会計名（補正回数） 

収入 

支出 

収入 

支出 

補正額 

325万5千円増 

1,896万7千円増 

4,400万円 増 

621万6千円増 

補正後の総額 

43億5,833万1千円 

44億3,757万3千円 

8億6,311万1千円 

19億3,095万8千円 

区分 

●平成１９年度水道事業会計補正予算（第２号）を可決しました（建設委員会付託）

●平成１９年度特別会計補正予算　を可決しました



●
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳

に
引
き
上
げ
る
も
の
。

〈
賛
成
討
論
〉

組
織
力
の
維
持
、
消
防
力
の
強
化
に

つ
な
が
る
。
ま
た
、
若
手
へ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
が
図
り
や
す
く
な
る
。

【
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
案
件
】

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

上か
み

戸
野

ど

の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

平
上

ひ
ら
か
み

親
水
公
園
管
理
組
合
を
指
定
す
る

も
の
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
管
理
を
行
う
指

定
管
理
者
と
し
て
、
教
育
文
化
振
興
事

業
団
を
指
定
す
る
も
の
。

〈
賛
成
討
論
〉

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
移
設
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

●
文
化
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
位
置
を
西
条
町

御み

薗そ
の

宇う

７
２
０
２
番
地
５
に
変
更
す
る

も
の
。

【
市
民
経
済
委
員
会
付
託
案
件
】

●
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正

市
内
の
類
似
施
設
の
使
用
料
の
算
定

基
準
に
合
わ
せ
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

地
域
の
経
済
事
情
を
考
慮
せ
ず
に
使

用
料
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
合
併
の
際

に
市
民
が
望
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
負

担
低
減
に
配
慮
し
て
い
な
い
。

●
小
田
地
区
多
目
的
集
会
施
設
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

市
内
の
類
似
施
設
の
使
用
料
の
算
定

基
準
に
合
わ
せ
、
小
田
地
区
多
目
的
集

会
施
設
の
使
用
料
を
改
定
す
る
も
の
。

〈
反
対
討
論
〉

地
域
の
経
済
事
情
を
考
慮
せ
ず
に
使

用
料
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
合
併
の
際

に
市
民
が
望
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
負

担
低
減
に
配
慮
し
て
い
な
い
。

【
建
設
委
員
会
付
託
案
件
】

●
市
道
の
路
線
の
廃
止

一
般
国
道
３
７
５
号
東
広
島
・
呉
自

動
車
道
の
整
備
等
に
伴
い
、
起
点
、
終

点
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
９
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
。

●
市
道
の
路
線
の
認
定

一
般
国
道
３
７
５
号
東
広
島
・
呉
自

動
車
道
の
整
備
に
伴
い
、
起
点
、
終
点

を
変
更
し
た
路
線
並
び
に
住
宅
団
地
内

の
道
路
な
ど
52
路
線
を
市
道
と
し
て
認

定
す
る
も
の
。

●
請
負
契
約
の
締
結

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー（
Ⅱ
型
）

整
備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
。契

約
金
額

２
億
８
９
０
１
万
２
５
０
０
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
中
四
国

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
営
業
部

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

道
路
の
占
用
料
に
係
る
督
促
の
手
続

を
定
め
る
も
の
。

●
御み

薗そ
の

宇う

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
鏡
山
三
丁
目
５
番
12
号

藏く
ら

田た

誠
ま
こ
と

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
４
１
７
３
番
地
１

爲
久

た
め
ひ
さ

敏
春

と
し
は
る

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
４
０
５
５
番
地
１

西
森

に
し
も
り

務
つ
と
む

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
１
３
４
０
番
地

高
松

た
か
ま
つ

信
幸

の
ぶ
ゆ
き

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
４
７
４
０
番
地

藤ふ
じ

井い

幹み
き

男お

東
広
島
市
西
条
町
御
薗
宇
５
４
７
１
番
地
１

藤
原

ふ
じ
わ
ら

正せ
い

毅き

●
竹た

け

仁に

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
福
富
町
上
竹
仁
１
５
７
６
番
地

正
田
昌

し
ょ
う
だ
し
ょ
う

太た

郎ろ
う

東
広
島
市
福
富
町
下
竹
仁
１
３
５
３
番
地

竹た
け

田だ

元
就

も
と
な
り

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
て

可
決
し
た
案
件

東
広
島
市
福
富
町
下
竹
仁
１
６
６
８
番
地

栗
本

く
り
も
と

幸ゆ
き

夫お

東
広
島
市
福
富
町
上
竹
仁
１
２
９
番
地
17

宮
本

み
や
も
と

隆
た
か
し

東
広
島
市
福
富
町
上
竹
仁
５
０
２
番
地

門
長

も
ん
な
が

秋
次

あ
き
よ
し

東
広
島
市
福
富
町
上
竹
仁
36
番
地
１

井
上

い
の
う
え

富と
み

雄お

●
久
芳

く

ば

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
の
同
意

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
２
８
４
４
番
地
２

橋
川

は
し
か
わ

孝た
か

志し

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
２
８
２
７
番
地
１

井
上

い
の
う
え

光
徳

み
つ
の
り

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
２
３
９
４
番
地
３

松
永

ま
つ
な
が

末す
え

雄お

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
１
１
２
２
番
地
４

松
岡

ま
つ
お
か

三み
つ

生お

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
３
３
４
３
番
地

児こ

玉だ
ま

義
孝

よ
し
た
か

東
広
島
市
福
富
町
久
芳
５
１
１
２
番
地

松ま
つ

田だ

進
す
す
む
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●
原
爆
症
認
定
制
度
に
係
る
問
題
の
早

期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

国
が
被
爆
者
の
原
爆
症
の
認
定
を
行

う
際
に
は
、
被
爆
者
援
護
法
の
趣
旨
等

を
踏
ま
え
、
高
齢
化
す
る
被
爆
者
の
一

日
も
早
い
救
済
を
図
る
た
め
、
現
行
認

定
基
準
の
抜
本
的
改
善
な
ど
、
原
爆
症

認
定
制
度
に
係
る
問
題
の
早
期
解
決
を

図
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
。

委
員
会
提
出
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
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●
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
中

止
・
撤
回
を
国
に
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

《
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
》

▽
請
願
の
要
旨

政
府
は
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

70
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
医

療
費
削
減
が
主
な
目
的
で
、
高
齢
者
へ
の

負
担
が
増
し
、
医
療
内
容
を
制
限
す
る
も

の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
高
齢
者
が
支
払
え
る
範
囲
で

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
中
止
・
撤
回
す
る
よ
う
、

国
及
び
関
係
行
政
庁
へ
の
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

高
齢
者
の
重
複
受
診
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
全
体
の
医
療
を
考
え
る
上
で
も
本

制
度
の
導
入
は
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
本

制
度
に
関
連
す
る
議
案
を
議
決
し
て
お

り
、
ま
た
、
広
域
連
合
議
会
議
員
と
し
て

議
長
を
選
出
し
て
い
る
中
で
本
請
願
を
採

択
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
制
度
を

運
用
す
る
中
で
、
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ

ば
見
直
し
て
い
け
ば
よ
い
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

高
齢
者
が
医
療
費
の
負
担
増
に
耐
え
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
中
、
大
企
業
は
高
利

益
を
上
げ
て
お
り
、
不
公
平
で
あ
る
。
本

制
度
導
入
に
よ
り
保
険
料
滞
納
者
か
ら
保

険
証
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
な
い
。
制
度

導
入
後
の
制
度
改
正
は
大
変
で
あ
る
。
見

直
し
に
係
る
要
望
書
も
多
く
出
さ
れ
て
お

り
、
い
っ
た
ん
制
度
導
入
を
中
止
し
、
問

題
点
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
本
会
議
で
の
討
論
》

▽
本
会
議
で
の
反
対
討
論

過
剰
医
療
が
現
実
に
あ
り
、
本
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
医
療
制
度
の
あ
り
方
を
考

え
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

医
療
制
度
の
存
続
の
た
め
に
必
要
な
制
度

で
あ
る
。最
初
か
ら
完
璧
な
制
度
は
な
く
、

制
度
を
運
用
す
る
中
で
悪
し
き
は
改
め
て

い
け
ば
よ
い
。

▽
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

高
齢
者
の
医
療
費
は
国
と
企
業
が
財
政

負
担
し
、
十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
高
齢
者
に
対
し
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。
包
括
定
額
制
の
導
入
に
よ
り
、
あ

る
程
度
の
金
額
に
達
す
る
と
医
療
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
で
て
く
る
。
周
知

が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
窓
口
の
混
乱
が

予
想
さ
れ
る
。

●
「
児
童
扶
養
手
当
」
減
額
の
見
直
し

を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願

《
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
》

▽
請
願
の
要
旨

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
の
生
活

の
安
定
と
自
立
促
進
を
目
的
と
し
て
１
９

６
１
年
に
制
定
さ
れ
、
多
く
の
母
子
家
庭

の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
２

０
０
８
年
度
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
の
５

年
間
支
給
後
ま
た
は
７
年
間
経
過
後
の
手

当
の
減
額
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

２
０
０
６
年
に
は
国
庫
負
担
率
が
削
減
さ

れ
て
い
る
。

母
子
家
庭
の
就
労
は
83
％
（
う
ち
非
正

規
49
％
）、
平
均
収
入
は
子
育
て
世
帯
の

平
均
収
入
の
３
割
で
あ
り
、
児
童
扶
養
手

当
は
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
か
ん
が
み
、
児
童
扶

養
手
当
の
削
減
を
見
直
す
よ
う
、
国
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
。

▽
委
員
会
で
の
反
対
討
論

児
童
扶
養
手
当
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
財
政
を
圧
迫
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、制
度
を
い
っ
た
ん
決
め
、

法
律
を
定
め
た
か
ら
に
は
、
ま
ず
は
そ
れ

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
賛
成
討
論

収
入
、所
得
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
中
、

小
さ
な
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
母
子
家
庭

に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
を
削
減
す
る
こ

と
は
弱
者
を
い
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。
母

子
家
庭
を
守
る
、
子
ど
も
達
の
生
活
を
保

障
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
民
生
活
を

守
り
、
行
政
運
営
を
円
滑
に
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
議
会
と
し
て
国
に
も
の
を
申

す
べ
き
で
あ
る
。

▽
委
員
会
で
の
審
査
結
果

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

《
本
会
議
で
の
討
論
》

▽
本
会
議
で
の
反
対
討
論

平
成
20
年
４
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た

児
童
扶
養
手
当
の
一
部
削
減
を
凍
結
し
、

母
子
家
庭
の
就
労
支
援
の
拡
充
強
化
を
図

る
こ
と
で
政
府
与
党
が
合
意
し
て
い
る
。

▽
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

女
性
の
労
働
条
件
や
賃
金
は
依
然
と
し

て
低
く
、
ま
た
、
離
婚
す
れ
ば
女
性
が
子

ど
も
を
引
き
取
る
ケ
ー
ス
が
多
い
中
、
母

子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
の
削
減
は
弱
者

を
い
じ
め
る
こ
と
に
な
る
。
地
方
分
権
の

時
代
、
地
方
議
会
は
、
国
の
政
策
に
対
し
、

意
見
を
述
べ
、
判
断
・
決
断
す
る
必
要
が

あ
る
。

日
本
に
お
け
る
母
子
家
庭
の
平
均
年
収

は
先
進
諸
国
の
中
で
も
最
低
水
準
で
あ

る
。
結
婚
を
機
に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
は

増
え
て
お
り
、
結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
ら

れ
る
環
境
整
備
が
整
っ
て
い
な
い
。

離
婚
時
の
慰
謝
料
や
養
育
費
を
払
わ
な

い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
子
ど
も
の
就
学
に
も

影
響
し
て
い
る
。

請
　
願

を
不
採
択
と
し
ま
し
た



《
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
適
正
な
契
約
事
務
の
執
行

・
収
納
率
の
向
上
と
未
収
入
金
の
解
消

（
関
係
部
署
・
関
係
団
体
な
ど
と
の
連

携
、
適
正
な
債
権
管
理
、
滞
納
者
の
所

得
と
生
活
実
態
の
把
握
、
不
納
欠
損
処

分
の
厳
格
な
運
用
な
ど
）

・
補
助
金
の
適
正
な
交
付

・
適
正
な
支
払
事
務
の
履
行

・
大
規
模
事
業
の
成
果
に
対
す
る
検
証
や

再
評
価

・
職
員
の
適
正
配
置
と
恒
常
的
な
時
間
外

勤
務
の
縮
減

・
不
用
額
の
縮
減

▽
審
査
結
果

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

●
平
成
18
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
水
道
料
金
の
収
納
率
の
改
善

・
有
収
率
の
向
上

・
企
業
債
の
借
り
換
え
、
繰
上
償
還
等
に

よ
る
効
率
的
な
財
政
運
営

▽
審
査
結
果

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

▼
委
員
会
の
ま
と
め

審
査
過
程
で
あ
っ
た
指
摘
及
び
要
望
、

意
見
を
今
後
の
行
政
執
行
の
上
で
十
分
留

意
さ
れ
、
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
と
と
も
に
、
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
も
十
二
分
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

《
本
会
議
で
の
反
対
討
論
》

●
平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
決
算

食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
の
抜
本
的

対
策
が
な
い
限
り
、
農
業
就
労
人
口
、
作

付
面
積
は
減
る
一
方
で
あ
る
。
小
中
学
校

校
舎
の
耐
震
対
策
や
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
解

消
の
た
め
の
予
算
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
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平
成
18
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
【
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

■一般会計決算

＊不用額＝予算総額－支出済額－翌年度繰越額
＊（ ）内の単位は％

市税 
273億5,359万円（41.3） 

地方交付税 
85億4,638万円 
（12.9） 

総務費 
82億8,367万円 
（13.1） 

民生費 
143億6,087万円（22.7） 

土木費 
121億3,218万円（19.2） 

公債費 
104億2,445万円 
（16.5） 

民生費 
135億2,388万円（21.8） 

土木費 
111億7,551万円（18.0） 

公債費 
99億1,174万円 
（16.0） 

総務費 
92億9,130万円 
（15.0） 

国庫支出金 
62億5,895万円（9.4） 

分担金及び負担金 
11億2,047万円（1.7） 

県支出金 
25億1,353万円（3.8） 

諸収入 
16億3,256万円（2.5） 

国庫支出金 
62億6,419万円（9.7） 

分担金及び負担金 
11億842万円（1.7） 

県支出金 
26億8,162万円（4.1） 

諸収入 
15億2,541万円（2.4） 

市債 
67億9,300万円 
（10.3） 

市税 
249億7,865万円（38.6） 

地方交付税 
105億9,392万円 
（16.4） 

その他 
120億65万円 
（18.1） 

その他 
96億3,462万円 
（14.9） 

市債 
78億5,620万円 
（12.2） 

農林水産業費 
22億4,558万円（3.5） 

衛生費 
35億6,367万円（5.6） 

その他 
57億1,046万円（9.1） 

教育費 
65億1,247万円（10.3） 

農林水産業費 
24億2,435万円（3.9） 

衛生費 
50億9,994万円（8.2） 

その他 
46億6,594万円（7.6） 

教育費 
58億9,092万円（9.5） 

翌年度繰越額 
24億9,022万円 

不用額 
20億1,943万円 

翌年度繰越額 
25億3,303万円 

不用額 
14億9,606万円 

平成18年度収入済額 
662億1,913万円 
 

平成17年度収入済額 
646億4,303万円 

平成18年度支出済額 
632億3,335万円 

平成17年度支出済額 
619億8,358万円 
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■特別会計決算 （単位：万円） ■水道事業会計決算 （単位：万円）

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額
は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消
費税等で補てんした。 

住宅新築資金等貸付事業 

公共下水道事業 

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 

原地区工業団地汚水処理施設事業 

志和流通団地汚水処理施設事業 

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 

河内臨空団地汚水処理施設事業 

農業集落排水事業 

東広島駅前土地区画整理事業 

ひがしひろしま墓園管理事業 

特定地域生活排水処理事業 

安芸津港湾事業 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

事業勘定 

直営診療施設勘定 

保険事業勘定 

介護サービス事業勘定 

歳入 

2,084

737,043

1,803

311

1,292

471

502

47,445

29,267

2,111

1,087

1,228

1,316,968

5,822

1,471,004

887,706

55,092

歳出 

2,084

732,308

1,594

311

886

471

502

47,312

29,267

2,017

1,087

959

1,280,075

5,822

1,485,746

862,214

51,832

会計名 

収益的支出 

資本的収入 

資本的支出 

422,374

422,289

76,099

141,635

収益的収入 

議
会
運
営
委
員
会

●
日
時
／
11
月
５
日
〜
11
月
７
日

●
視
察
地
／
船
橋
市
・
藤
沢
市
・
鈴
鹿
市

千
葉
県
船
橋
市
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
で

は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
本
会
議
の
生
中
継
及
び
録

画
中
継
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
船
橋

市
で
は
、
子
育
て
中
の
市
民
の
傍
聴
に
対

応
す
る
た
め
、
託
児
ル
ー
ム
を
設
置
し
て

い
る
。

三
重
県
鈴
鹿
市
で
は
、
議
会
活
性
化
の

た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
本
会
議

の
生
中
継
を
行
う
と
と
も
に
、
本
会
議
で

の
一
般
質
問
を
１
項
目
ず
つ
区
切
っ
て
、

そ
の
た
び
に
答
弁
す
る
一
問
一
答
方
式
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
会
基
本
条

例
の
調
査
研
究
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
視
察
し
た
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
議
会
改
革
、
議

会
活
性
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議会運営委員会行政視察（船橋市）

市
民
経
済
委
員
会

●
日
時
／
１
月
15
日

●
視
察
地
／
宇
部
市

山
口
県
宇
部
市
に
お
い
て
、
地
方
競
馬

の
「
場
外
勝
馬
投
票
券
発
売
所
」
に
つ
い

て
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

宇
部
市
で
は
、
勝
馬
投
票
券
発
売
所
周

辺
に
お
け
る
交
通
、
環
境
、
治
安
、
青
少

年
、
地
域
振
興
な
ど
へ
の
対
策
を
目
的
と

し
て
、
市
や
地
元
自
治
会
、
施
設
設
置
者

な
ど
で
構
成
す
る
協
議
会
を
定
期
的
に
開

催
し
て
お
り
、発
売
所
及
び
周
辺
の
清
掃
、

発
売
所
へ
の
未
成
年
者
の
入
場
や
酒
類
の

持
ち
込
み
の
禁
止
、
地
元
住
民
の
優
先
的

雇
用
な
ど
の
具
体
的
施
策
を
講
じ
て
い

る
。
ま
た
、
発
売
所
に
お
い
て
警
備
員
を

配
置
し
、
盗
難
や
勝
馬
投
票
券
の
不
正
購

入
、
暴
力
団
員
の
入
場
へ
の
監
視
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
結
果
、
開
業
以
降
、
発
売
所
や
そ

の
周
辺
に
お
い
て
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
概
ね
良
好
な
環
境
が
保
た
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

市民経済委員会行政視察

行
政
視
察
報
告




